
今
般
の
大
き
な
政
治
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
今
後

の
展
開
に
よ
っ
て
は
本
市
の
行
政
運
営
に
も
重
大

な
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
も
市
民
に
直
結
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
本
市
の
市
政
運
営
に
い
さ
さ

か
の
停
滞
が
生
ず
る
事
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

私
ど
も
自
民
党
市
議
団
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

「
魅
力
あ
る
静
岡
市
の
都
市
づ
く
り
」
に
向
け
て
、

市
政
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
つ
い
て
日
々
議
論
を
重

ね
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
当

議
員
団
の
諸
活
動
に
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
に
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
近
藤
光
男
で
す
。

会
派
広
報
を
お
届
け
し
ま
す

街　　　道静岡市議会　自由民主党静岡市議団

会 派 広 報
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駿河区 7期 近藤光男
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Click!

●
自
民
党
市
議
団
の
主
な
質
問
内
容

●
市
長
の
政
治
姿
勢

●
市
長
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て

●
中
山
間
地
振
興
と
そ
の
財
源
確
保

●
市
の
魅
力
づ
く
り

●
市
の
財
産「
桜
え
び
」を
Ｐ
Ｒ

●
お
茶
を
活
用
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム

●
安
心
・
安
全
・
便
利

●
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

●
商
店
街
の
空
き
店
舗
対
策

●
少
子
・
高
齢
化
・
福
祉
・
教
育

●
人
口
減
少
に
対
す
る
取
り
組
み

●
ま
ち
づ
く
り

●
長
沼
地
区
の
渋
滞
解
消

●
日
の
出
押
切
線
の
大
坪
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

　

市
議
会
９
月
定
例
会
で
は
、平
成
２０
年

度
各
種
会
計
の
決
算
認
定
の
ほ
か
、雇
用

創
出
や
持
続
可
能
な
地
域
経
済
社
会
の

構
築
を
目
指
し
た「
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
基
金
」の
設
立
や
緊
急
経
済
対

策
と
し
て
住
居
を
失
う
恐
れ
の
あ
る
離

職
者
の
就
職
支
援
を
目
的
と
し
た
住
宅

手
当
等
の
予
算
な
ど
市
長
提
出
の
４０
件

の
議
案
を
審
議
し
全
て
を
全
会
一致
ま
た

は
賛
成
多
数
で
可
決
し
、閉
会
し
ま
し
た
。

９月
議会の
要　約

我が国の人々は、経済の高度成長期を境に、地
域社会への関心を急速に薄め、地域との結び
つきを弱めてきた。このような事情は、本市でも同
様である。しかしながら、通気福祉、地域防災・
安全、地域の環境、近隣商業、地方財政困窮、
町内会長自治会長のなり手不足、高齢化、団塊
の世代の大量退職等々、こんにちの地域社会
への関心を取り戻し、主体的参加のもとに新し
い地域社会、すなわちコミュニティを再建してい
くことが不可欠である。

❶地域社会で何が課題となっているのか
❷課題をどう解決してきたのか、あるいはしてな
いのか　
❸市の町内会、自治会の現状と問題点
❹コミュニティづくりの現状、リーダーの状況
❺近所の底力の成功例の把握
❻市のコミュニティはどうあるべきか

❶静岡都市圏の実態　❷交流団体の現状　
❸市議会、町議会の動向
❹経済団体の動向
❺働き掛けの戦略立案（当局との連携）

コミュニティグループ
●対応部局／生活文化局

このグループでは、
次のような政策課題を調査研究する。

このグループでは、
次のような政策課題を研究する。

富士川から大井川までの静岡都市圏は120万人
を擁し、日常的な住民の生活圏を一にしている。
今後の道州制などを展望すると、いつまでも県都
であるからと安住していることはできない。そのた
めにも静岡都市圏の一体化が長期的な本市の
都市戦略になる。

120万都市への飛躍検討グループ
●対応部局／経営企画局

我が国は人口減少社会を迎えているのと軸を一
にして、市場原理の国際化が進んでいる。後進
国の安い王道力により、生産可能な製品の製造
やサービスに従事する日本の労働者の賃金は、
限りなく後進国のそれに近づく。また、企業内では
労働力の外部発注による固定費の節減が進み、
正規雇用の労働者数は激減していく。そうして格
差社会はますます進行していくこととなる。今は、
我が国の民力は明らかに弱体化している。活力
ある社会は、万が一のときのセーフティネットがあ
ることで実現することは、終身雇用が行われてい
た時代におけるモーレル社員の輩出や結果とし
ての経済の長期的成長などで明らかである。

❶効果のある子育て支援策の研究。従来型の総括
❷効果のある健康長寿策（PPK)の研究　
❸外国人労働者の受け入れに伴う課題の研究
❹民間特養の調整区域への立地促進策の研究

セーフティと
充実グループ

特色ある
基礎教育グループ

●対応部局／保健福祉子ども局

ゆとり教育への反省から、また、国際化への要請
から、従来型の基礎教育が変わろうとしている。
しかし、幼少期にこそ詰め込み教育は必要であ
り、すべての志向の基礎になる国語力や演算能
力の基本（例えば九九）を、この時期にきちんと教
育していくことが重要である。また、道徳教育・弱
者への思いやり教育なども、今後の高齢化社会
を展望すると、必要不可欠な科目となる。小学校
への英語の導入以前に行わなければならないこ
とはたくさんある。

❶熱血教師塾について
❷基礎教育の現状について
❸静岡型基礎教育の可能性
　（例えば、「市の小学生は全員九九ができる」など）
❹静岡型道徳・思いやり教育の可能性
　（例えば、福祉施設へのボランティア経験の必
修化など）

●対応部局／教育委員会

このグループでは、次のような本市に効果的な
セーフティネットはいかにあるべきかを調査研究する。

このグループでは、次のような本市が
独自色を出せる基礎教育について調査研究する。

❶地場産業の実態　❷後継者の育成や確保の実態
❸デザイン工房都市の成功例の調査
❹地域経済の付加価値づけの方策
❺東静岡地区の開発の在り方
❻LRT,自転車をまちづくりに活用する方策

このグループでは、次のような政策課題を調査研究する。

世界的な経済不況や我が国の人口減少を踏まえると、本市のような地方都
市が生き残っていくためには、都市の構造をコンパクトに再編するとともに、年
を支える地域産業を付加価値の高いものに転換していくことが求められてい
る。そこで、東静岡地区の開発の在り方、LRTや自転車活用などを切り口にし
たコンパクトシティの推進や本市の伝統的地場産業の優れた技術力やデザ
イン力を一層強化していく方策などが研究課題となる。

コンパクト・デザインシティ建設グループ
●対応部局／経済局・都市局

自民党市議団研究部会の紹介

こ
の
ま
ち
に
活
き
る
！

こ
の
ま
ち
に
活
き
る
！

こ
の
ま
ち
に
活
き
る
！

こ
の
ま
ち
に
活
き
る
！

こ
の
ま
ち
に
活
き
る
！



■
昭
和
五
十
年
市
議
会
議
員
初
当
選

四
期　

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

五
期　

静
岡
市
議
会
副
議
長

　
　
　

自
民
党
議
員
団
幹
亊
長

　
　
　

自
民
党
議
員
団
会
長

六
期　

第
九
十
代
静
岡
市
議
会
議
長

八
期　

政
令
市
初
代
静
岡
市
議
会
議
長

　
　
　

全
国
市
議
会
議
長
会
副
会
長

　
　
　

会
派
「
静
政
会
」
議
員
団
会
長

小
さ
な
声
に
も
耳
を
傾
け
、

　

行
政
に
提
言
実
行
を

駿河区 9期

伊東稔浩

子
育
て
世
代
に
対
す
る
経
済
的

負
担
の
軽
減
や
豊
か
な
心
を
持
つ

人
材
の
育
成
を
行
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
人
の
集
ま
る
輪
を
創
り
ま
す
。

地
元
に
根
ざ
し
た
文
化
・
産
業
を

通
し
て
「
わ
が
ま
ち
し
ず
お
か
」
を

再
発
見
し
地
域
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

子
供
は
宝　

お
年
寄
り
は
知
恵
袋

葵区 8期

沢入育男

来
年
度
よ
り
第
二
次
総
会
計
画
が

始
ま
る
大
事
な
年
、
行
財
政
改
革
を

柱
に
納
税
者
の
立
場
に
立
っ
て
政
治

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
国
の

政
権
が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、
地
方

は
地
方
の
目
標
が
あ
り
、
住
ん
で

い
る
人
々
の
要
望
に
応
え
て
い
く

責
任
が
あ
り
ま
す
。応
援
し
て
下
さ
い
。

責
任
あ
る
政
治
！

論
よ
り
結
果
！

葵区 8期

鈴木和彦

日
本
の
縮
図
と
言
わ
れ
る
静
岡
市
。

美
し
い
森
と
澄
ん
だ
水
、 

輝
く
海
原
、

静
岡
市
の
財
産
で
す
。
こ
の
自
然
を

大
切
に
守
り
育
て
、
次
世
代
の
引
き

継
ぐ
事
は
、私
達
の
責
任
で
あ
り
ま
す
。

気
候
温
暖
で
豊
か
な
産
業
を
育
み
、

文
化
が
薫
る
、
交
通
便
利
な
静
岡

市
に
大
勢
の
人
が
訪
れ
る
街
づ
く

り
を
目
指
す
。

目
指
せ
、
世
界
一
住
み
良
い

安
心 

安
全 

環
境
都
市

葵区 8期

剣持邦昭
「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
み

ん
な
の
幸
せ
を
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

地
域
の
皆
さ
ん
が
、
安
心
で
安
全
に

暮
ら
せ
る
活
力
あ
る
駿
河
区
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

静
岡
市
民
が
生
き
い
き
と
し
た
日
々

を
送
り
将
来
に
夢
と
希
望
が
持
て
る

「
政
令
指
定
都
市
静
岡
」
を
実
現

す
る
事
が
私
の
夢
で
す
。

限
り
な
い
夢
に
向
っ
て

新
た
な
意
欲

駿河区 7期

杉山三四郎

清
水
区
選
出
の
石
川
久
雄
で
す
。

合
併
七
年
目
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、

静
岡
市
民
と
共
に

よ
り
良
い
市
政
づ
く
り
に

邁
進
い
た
し
ま
す
。

清水区 5期

石川久雄

○
み
ど
り
豊
か
な
自
然
と
人
が
共
生
し
、

活
力
あ
る
ま
ち
を
！

○
二
峠
六
宿
の
連
携
で
観
光
し
ず
お
か

の
推
進
を
！

○
茶
業
の
振
興
、
有
害
鳥
獣
被
害
対
策

の
充
実
、
地
場
産
業
の
支
援
を
！

○
家
庭
、
学
校
、
地
域
の
連
携
で

心
豊
か
な
教
育
、福
祉
の
充
実
を
！

誠
心
誠
意
力
を
合
せ
取
組
み
ま
す
。

と
も
に
築
こ
う

未
来（
あ
し
た
）の
静
岡
を
！

駿河区 7期

近藤光男

吉
田
茂
の
座
右
の
銘
に
「
呑
舟
の
魚

支
流
に
泳
が
ず
」
と
あ
る
。
そ
の
意

は
「
舟
を
呑
み
込
む
程
大
き
い
魚
は

小
さ
な
支
流
を
泳
い
で
い
な
い
」
と

の
こ
と
。

政
治
は
将
来
を
語
る
べ
き
だ
。
豊
さ

の
中
で
、
あ
ま
り
に
も
利
己
に
動
く

小
さ
な
活
動
を
反
省
し
、
初
心
の
大

志
を
今
一
度…

…

。

五
期
に
し
て

新
た
な
思
い
！

葵区 5期

安竹信男

⑴
地
球
温
暖
化
防
止
を
す
す
め
全
国
一

を
め
ざ
す
。

⑵
L
R
T
路
面
電
車
を
清
水
区
に

走
ら
せ
活
性
化
を
は
か
る
。

⑶
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
を
完
全
実
施

し
て
全
国
一
を
め
ざ
す
。

⑷
農
業
を
盛
ん
に
し
、
食
料
の
自
給

を
成
し
遂
げ
る
。

市
民
の
目
線
・
小
さ
な
声
に

応
え
て
い
き
ま
す

清水区 4期

栗田裕之

地
域
産
業
の
活
性
化

災
害
に
強
い
街
づ
く
り

お
年
寄
り
に
優
し
い
街
づ
く
り

子
育
て
支
援

市
民
一
ス
ポ
ー
ツ
で　

健
康

日
本
一
住
み
よ
い
静
岡

皆
さ
ま
と
共
に
め
ざ
す

駿河区 4期

田形清信

・
市
民
参
画
社
会
の
推
進
を
す
る

・
教
育
、
福
祉
の
充
実
を
進
め
る

・
安
定
し
た
財
源
の
確
保
を
す
る

希
望
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り

安
全
、
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

葵区 4期

井上恒彌

私
た
ち
の
郷
土
は
、
海
、
山
、
川
と

素
晴
ら
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
、
世

界
に
名
だ
た
る
清
水
港
、
そ
し
て
全

国
に
誇
れ
る
観
光
と
ス
ポ
ー
ツ
、
生

涯
学
習
の
ま
ち
で
す
。

市
民
一
体
と
な
っ
て
、
国
際
海
洋

観
光
都
市
を
目
指
し
、
精
一
杯
全
力

投
球
し
て
行
き
ま
す
。

希
望
と
誇
り
の

持
て
る
ま
ち
静
岡
！

清水区 3期

遠藤裕孝

１
、
福
祉
・
教
育
・
環
境
を
や
る
。

　

子
ど
も
に
強
さ
と
行
き
ぬ
く
力

を
つ
け
た
い
。
学
力
の
格
差
解
消

と
ス
ポ
ー
ツ
教
育
。
自
ら
出
来
る

も
っ
た
い
な
い
と
静
岡
全
体
の

環
境
保
全
。

２
、
財
政
で
は
、
削
減
す
る
予
算
、

新
た
な
財
源
の
研
究
。

３
、
議
員
自
ら
が
意
識
の
向
上
、

地
方
が
が
ん
ば
る
議
会
活
性
化
。

こ
の
街
が
好
き
で
す
。

駿河区 3期

佐地茂人

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成

の
為
に
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご

は
ん
」
運
動
の
推
進
を
呼
び
か
け

て
お
り
ま
す
。

す
で
に
実
践
中
の
学
校
も
何
校
か

あ
り
、
将
来
に
向
か
っ
て
心
身
の

成
長
が
期
待
で
き
る
も
の
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
を

推
進
し
よ
う

葵区 3期

増田　進

夢
に
向
っ
て
汗
を
流
す
人
は
、年
齢
・

性
別
を
問
わ
ず
美
し
く
輝
い
て
見
え

る
。
若
者
が
夢
を
も
っ
て
仕
事
や

勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
惜
し
ま
な
い

社
会
を
大
人
は
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

日
本
の
未
来
が
躍
動
感
の
溢
れ
る
社

会
に
な
る
た
め
に
、
元
気
な
静
岡
市

作
り
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

夢
は
必
ず
実
現
す
る
！

元
気
な
静
岡
を
作
ろ
う

葵区 4期

石上顕太郎

三
期
目
を
迎
え
て
早
半
年
が
過
ぎ
ま

し
た
が
、
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

議
員
本
来
の
役
割
、
責
任
を
見
直
し
、

徹
底
的
に
現
場
主
義
、
そ
し
て
政
策

本
位
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
ま
す
。

現
場
の
汗
を
普
遍
化
す
る
作
業
、
そ

れ
が
政
治
だ
と
、
私
は
信
じ
て
い
ま

す
。
党
の
精
神
、
こ
の
街
の
豊
か
さ
、

そ
し
て
こ
の
国
の
か
た
ち
。
私
は

守
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
場
主
義
、
政
策
本
位

駿河区 3期

相坂摂治

米
飯
を
食
べ
味
噌
汁
を
飲
む
、

日
本
茶
を
飲
む
、
自
転
車
に
乗
る
、

朝
早
く
起
き
て
時
速
６
キ
ロ
で

一
時
間
歩
く
、
通
学
児
童
に
挨
拶

を
す
る
、
児
童
を
叱
る
、
私
も

政
治
家
？
の
は
し
く
れ
な
の
で
、

良
い
と
思
え
、
国
や
地
域
の
為
に

な
る
こ
と
な
ら
率
先
し
て
実
行
す
る
。

出
来
な
く
な
っ
た
ら
や
め
よ
う
。

率
先
垂
範

駿河区 2期

三浦雅司

地
域
の
皆
様
が
安
心
し
て
、
安
全
な
、

又
快
適
な
生
活
が
で
き
る
様
に
二
期

目
四
年
間
、
精
一
杯
議
員
活
動
を

行
う
所
存
で
す
。
地
域
の
皆
様
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
地
域
の
力

が
つ
く
よ
う
に
、
又
地
域
の
活
性

化
を
進
め
る
よ
う
に
、
地
域
と
行
政
、

議
会
が
一
体
と
な
っ
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

安
心　

安
全　

快
適

街
づ
く
り
を
目
指
し
て

駿河区 2期

亀澤敏之

私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は

大
き
く
変
貌
し
よ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。
将
来
に
わ
た
り
夢
と
希
望
が

持
て
る
安
心
で
安
全
な
街
づ
く
り

急
務
で
あ
り
「
こ
こ
に
住
ん
で
い
て

よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
生
活

空
間
を
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ

こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
だ
と
強
く

感
じ
て
お
り
ま
す
。
地
域
・
生
活
者

の
目
線
に
た
っ
て
初
心
を
忘
れ
ず
に

今
後
も
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

初
心
忘
れ
ず

駿河区 2期

浅場　武

37
年
間
の
行
政
経
験
を
活
か
し
、
市

民
が
活
き
活
き
と
し
た
ま
ち
に
な
る

よ
う
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
声
を
大

切
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
、
市
民

の
目
線
で
、
市
民
の
立
場
で
、
考
え
・

行
動
し
、
静
岡
市
が
全
国
に
誇
れ
る

都
市
に
な
る
よ
う
、
皆
様
と
一
緒
に

築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
声
と
と
も
に

清水区 1期

大村一雄

様
々
な
話
が
景
気
の
悪
さ
で
始
ま
る

昨
今
、
市
民
の
気
持
ち
、
そ
し
て

実
体
に
活
気
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
使
命
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
為
に
、
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、

皆
さ
ん
が
共
感
で
き
る
企
画
を
提
案

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

夢
の
あ
る
ま
ち
は
、

市
民
の
活
力
か
ら

清水区 2期

深澤陽一

今
年
度
静
岡
市
は
５
年
後
に
向
け
た

第
２
次
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

市
民
が
今
最
も
求
め
て
い
る
も
の
は

何
か
、
よ
り
深
く
先
を
見
た
見
地
か
ら

市
の
進
む
べ
き
方
向
性
は
何
か
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
画
を
お
願
い

し
ま
す
。
議
会
議
員
と
し
て
も
責
任

持
っ
て
策
定
に
関
わ
り
ま
す
。

翔
け
静
岡
市
、

め
ざ
せ
国
際
海
洋
文
化
都
市

清水区 2期

牧田博之

自
然
環
境
を
重
視
す
る
市
民
の
目
線

が
北
上
し
て
き
ま
し
た
。

　

政
治
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中

で
、
私
は
市
民
生
活
が
停
滞
す
る
こ

と
な
く
、
安
全
で
安
心
な
活
力
あ
る

豊
か
な
ま
ち
を
創
る
た
め
、
身
近
な

中
山
間
地
域
か
ら
市
域
全
体
の
均
衡

あ
る
発
展
を
目
指
し
て
全
力
投
球
し

て
ま
い
り
ま
す
。

中
山
間
地
域
こ
そ

静
岡
市
の
原
点
！！

葵区 2期

繁田和三

行
政
の
主
役
は
ま
さ
に
住
民
。
ま
ち

づ
く
り
は
、
私
た
ち
市
民
一
人
ひ
と
り

が
行
政
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
か
で

決
ま
る
。
と
か
く
私
た
ち
は
行
政
を

頼
り
、
行
政
の
責
任
と
す
る
が
、
ま
ず

は
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考

え
、
市
民
行
政
協
働
の
住
民
総
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

頑
張
る
静
岡
活
き
る
町
、

熱
い
情
熱
、
協
働
の
力

清水区 1期

望月俊明

こ
ん
に
ち
は
、
出
身
は
熊
本
で
す
。

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
、
こ
の
静
岡

（
清
水
）
に
落
ち
つ
い
て
22
年
、
家
族

は
妻
と
３
男
１
女
の
６
人
家
族
で
す
。

東
に
霊
峰
富
士
を
望
み
東
海
道
が

目
の
前
に
あ
る
。
子
供
の
頃
映
画
で

見
た
映
像
、
そ
ん
な
中
で
地
域
の

皆
さ
ん
と
街
づ
く
り
に
係
わ
れ
る

の
は
、
幸
せ
で
す
。

新
し
い
感
性　

　

力
強
く
前
へ
！

清水区 1期

早川清文

市
民
の
気
持
ち
を
市
民
の
目
線
で
感

じ
合
い
、
話
し
合
い
市
政
に
活
か
し

て
ゆ
き
ま
す
。

子
供
や
孫
の
時
代
に
「
素
晴
ら
し
い

街
」
と
言
わ
れ
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ

な
ア
イ
デ
ア
を
活
か
し
、
都
市
計
画

の
専
門
知
識
で
明
確
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
っ
て
街
づ
く
り
を
実
行
し
て

ゆ
き
ま
す
。

こ
の
街
が
好
き
だ
か
ら

こ
の
街
を
守
り
た
い
！

葵区 1期

工藤公彦

自由民主党
静岡市議団
会派26名の紹介

静岡市の面積　　1,411.82 Km2　
　葵区の面積　　1,073.32 Km2
　駿河区の面積　　 72.89 Km2
　清水区の面積       265.61 Km2

総数：718,623人
男：350,479人
女：368,144人
世帯数：288,140世帯

住民基本台帳人口

静岡市の概要

〔平成21年3月31日現在〕

葵区選出
沢入 育男
鈴木 和彦
剣持 邦昭
安竹 信男
井上 恒弥
石上 顕太郎
増田 進
繁田 和三
工藤 公彦

駿河区選出 伊東 稔浩
杉山 三四郎
近藤 光男

田形 清信
佐地 茂人
相坂 摂治

三浦 雅司
亀澤 敏之
浅場 武

清水区選出
石川 久雄
栗田 裕之
遠藤 裕孝
牧田 博之
深澤 陽一
大村 一雄
望月 俊明
早川 清文


